
産
業
遺
産
と
ま
ち
づ
く
り

　

苗
穂
地
区
の
近
隣
住
民
で
作
る
苗
穂
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
ま
ち
の
工
場
・
記
念
館

群
が
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、
地
域
と
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
、
北
海
道
産

業
史
を
知
る
上
で
重
要
な
こ
の
地
域
を
よ
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
意
欲
的
だ
。

　

協
議
会
内
の
ニ
ュ
ー
ス
部
会
で
は
、
ま
ち
の
壁

新
聞
と
も
い
う
べ
き
「
は
ば
た
く
苗
穂
」
で
選
定

を
伝
え
、
今
後
は
ツ
ア
ー
な
ど
も
企
画
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

　

も
と
も
と
こ
の
協
議
会
は
「
な
え
ぼ
」
の
歴
史

や
見
所
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
一
覧
に
し
た
「
散
策

マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
な
ど
、
札
幌
の
ま
ち
づ
く

り
団
体
の
中
で
も
高
い
行
動
力
を
持
っ
て
い
る
と

評
判
で
、こ
れ
か
ら
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

博
物
館
は
２
０
０
４（
平
成
16
）年
12
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
原
料
の
麦
芽
や
ホ
ッ
プ
を
手
に

取
っ
て
香
り
を
か
い
だ
り
味
わ
え
る
コ
ー
ナ
ー
も
新
し

く
な
っ
た
。
ま
た
試
飲
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
）
で
は
、ビ
ー

ル
に
関
し
て
の
知
識
や
情
報
な
ど
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

ビ
ー
ル
を
味
わ
え
る
。

【
雪
印
乳
業
史
料
館
】

　

明
治
初
期
に
ク
ラ
ー
ク
博
士
ら
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
大
農
法
が
一
旦
後
退
し
、
農
業
と
酪
農
の
混
合
農
法

に
な
っ
た
大
正
時
代
、
酪
農
の
代
表
企
業
と
し
て
雪
印

乳
業
は
バ
タ
ー
造
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
敷
地
内
に

あ
る
「
雪
印
乳
業
史
料
館
」
は
、
１
９
７
７
（
昭
和

52
）
年
、
雪
印
乳
業
の
創
業
50
周
年
を
記
念
し
て
設
立

さ
れ
て
以
来
３
５
０
万
人
が
入
館
し
て
い
る
。
館
内
に

は
、
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
の
製
造
過
程
や

歴
史
を
教
え
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
特
に
バ

タ
ー
チ
ャ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
創
業
当
時
の
バ
タ
ー
づ
く

り
の
機
械
や
、
粉
乳
用
の
濃
縮
機
・
乾
燥
機
な
ど
の
実

物
、
昔
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
工
場
全
体
を
１
／
10
の
サ

●お問い合わせ先
　サッポロビール博物館   Tel. 011-731-4368
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雪印乳業
史料館北海道

鉄道技術館
サッポロビール
博物館

福山醸造

苗穂駅
イ
ズ
に
し
た
模
型
な
ど
が
系
統
的
に
並
べ
ら
れ
、
長
い
歴

史
の
中
で
の
改
良
の
歩
み
が
一
目
で
わ
か
る
。
隣
の
ミ
ル

ク
工
場
の
見
学
も
で
き
、
見
学
者
へ
の
史
料
館
自
慢
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
も
魅
力
的
だ
。

【
北
海
道
鉄
道
技
術
館
】

　

明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
に
呼
応
し
て
、
北
海
道
で

は
小
樽
市
手
宮
の
鉄
道
工
場
（
明
治
13
年
）
を
は
じ
め
明

治
末
期
ま
で
に
複
数
の
鉄
道
車
両
工
場
が
作
ら
れ
た
。
現

在
の
苗
穂
工
場
は
、
１
９
０
９ 

（
明
治
42
）
年
に
鉄
道
院

北
海
道
鉄
道
管
理
局
札
幌
工
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
規
模
は
当
時
の
日
本
製
鋼
所
室
蘭
製
作
所
に
並

び
道
内
最
大
で
、
約
50
万
㎡
の
広
大
な
敷
地
に
20
棟
の
れ

ん
が
建
築
等
の
重
厚
な
大
型
建
物
が
林
立
し
て
い
た
。
現

在
の
苗
穂
工
場
の
敷
地
面
積
は
約
20
万
㎡
と
半
減
し
て
い

る
が
、
約
１
０
０
０
台
の
工
作
機
械
が
稼
動
し
て
い
る
。

　
「
北
海
道
鉄
道
技
術
館
」
は
当
時
、
倉
庫
と
し
て
使
っ

て
い
た
赤
れ
ん
が
造
り
の
建
物
を
利
用
し
て
、
１
９
８
７

（
昭
和
62
）
年
に
開
館
し
た
。
北
海
道
の
国
鉄
の
歴
史
や

札
幌
工
場
の
様
子
を
語
る
実
物
資
料
が
展
示
公
開
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
館
内
に
は
リ
ゾ
ー
ト
列
車
と
し
て
人
気
を

博
し
た
「
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
苗
穂
工
場
内
に
は
「
Ｃ
62
」

な
ど
の
歴
史
的
車
両
が
静
態
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
10
月
の
鉄
道
旬
間
に
は
技
術
館
に
加
え
工
場
内
部

も
一
般
公
開
さ
れ
、
多
数
の
市
民
や
鉄
道
フ
ァ
ン
に
親
し

ま
れ
て
い
る
。

北海道鉄道技術館

雪
印
乳
業
史
料
館


